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使用上の注意（旧JISと現JIS品の混在使用の注意）

トラブル発生の
可能性が高いので
避ける必要がある。
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SC･SR共に現JIS変更
問題なし

（SRの補償率が6%となる）

旧JISと現JIS品の混在使用の注意 SC・SRの単品の組み合わせ

SC・SRのバンクの組み合わせ

SC･SR共に現JIS変更
問題なし

（SRの補償率が6%となる）

【旧SR＋現SC】の組合せ
・SR補償率が6%より低くなる
・高調波電流の流入が多くなる
・SR焼損の危険性が大きくなる

【現SR＋旧SC】の組合せ
・SR補償率が6%より高くなる
・高調波の流入が少なくなる
・SCが過電圧になる
・SCの寿命短縮旧JISと現JISとを組み合わせの問題

規格改正前後で機器の定格が異なる
インピーダンスのマッチングが変化する

混在使用すると6 ％にマッチングしない

コンデンサ設備の過電圧・過電流となり絶縁
破壊・焼損などを生じるおそれが高い

混在使用は避ける

旧・現JIS品のインピーダンス 旧JIS 現JIS

コンデンサ XCE ＝435.6  XCN ＝463.4 

直列リアクトル XLE ＝26.1  XLN ＝27.8 

XL／XC ×100 6 % 6 %

旧・現JIS品の定格電圧・定格容量 旧JIS 現JIS
定格設備容量 － 100kvar

回路電圧 6600V 6600V

コンデンサ 定格電圧 6600V 7020V
定格容量 100kvar 106kvar

直列リアクトル
リアクタンス L=6% L=6%

定格電圧 229V 243V
定格容量 6kvar 6.38kvar


